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日
本
栄
養
経
営
実
践
協
会
北
陸
支
部
は
、７
月
８
日（
土
）に「
日
本
栄
養
経
営
実
践
協
会
北
陸
支
部
設
立
記
念
セ
ミ
ナ
ー
」

を
開
催
し
た
。現
地
会
場
お
よ
び
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ
、北
陸
地
方
の
栄
養
経
営
士
を
中
心
に
全
国
各
地
か
ら
参
加
。

北
陸
地
域
で
の
今
後
の
栄
養
経
営
士
の
活
躍
を
期
待
さ
せ
る
セ
ミ
ナ
ー
と
な
っ
た
。

日本栄養経営実践協会 北陸支部 設立記念セミナー開催！

北陸から全国へ栄養の未来を発信
自
分
の
言
葉
で
伝
え
医
師

と
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

　

北
陸
支
部
は
昨
年
11
月

に
第
７
番
目
の
支
部
と
し

て
発
足
し
、
コ
ロ
ナ
禍
が

あ
け
て
か
ら
の
現
地
開
催

で
の
設
立
記
念
セ
ミ
ナ
ー

と
な
っ
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
は
、
北
陸
支

部
支
部
長
に
就
任
し
た
石

井
要
氏
（
公
立
松
任
石
川

中
央
病
院
外
科
部
長
）
に

よ
る
開
会
の
挨
拶
か
ら
は

じ
ま
っ
た
。
そ
の
な
か
で

石
井
支
部
長
は
「
支
部
で

ど
う
い
っ
た
役
割
を
果
た

し
て
い
け
ば
よ
い
か
、
皆

さ
ん
の
ご
意
見
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
支
部
を
育
て

て
い
き
た
い
」
と
支
部
長

と
し
て
の
意
気
込
み
を

語
っ
た
。

　

次
に
、
宮
澤
靖
代
表
理

事
（
東
京
医
科
大
学
病
院

栄
養
管
理
科
科
長
）
が
挨

拶
に
立
ち
、
支
部
設
立
の

お
礼
を
述
べ
る
と
と
も
に

「
北
陸
支
部
は
石
井
先
生

を
中
心
に
活
動
を
進
め
、

全
国
大
会
な
ど
で
発
表
を

行
い
、
ぜ
ひ
活
躍
し
て
ほ

し
い
」
と
話
し
た
。
そ
の

後
は
北
陸
支
部
の

理
事
が
登
場
し
、

一
人
ひ
と
り
簡
単

な
紹
介
を
行
っ

た
。

　

続
い
て
、
メ
イ

ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

ひ
と
つ
で
あ
る
、

宮
澤
代
表
理
事
と

石
井
支
部
長
の
基

調
対
談
が
行
わ
れ

た
。
「
診
療
報
酬

改
定
！
大
き
く
変

わ
る
栄
養
士
の
役

割
～
栄
養
経
営
士

の
重
要
性
～
」
と
題
し
た

対
談
で
は
、
最
初
に
宮
澤

代
表
理
事
の
略
歴
を
辿
り

つ
つ
、
管
理
栄
養
士
を
取

り
巻
く
状
況
の
変
化
と
、

現
在
置
か
れ
て
い
る
立
場

や
課
題
に
つ
い
て
語
り

合
っ
た
。

　

対
談
の
後
半
で
は
、
管

理
栄
養
士
の
病
棟
常
駐
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

問
題
、
今
後
の
Ｎ
Ｓ
Ｔ
の

あ
り
方
、
給
食
管
理
と
人

材
確
保
な
ど
、
こ
れ
か
ら

の
病
院
に
お
け
る
管
理
栄

養
士
の
役
割
や
、
国
が
期

待
す
る
方
向
性
に
つ
い
て

言
及
し
た
。

　

最
後
に
宮
澤
代
表
理
事

か
ら
「
医
師
と
し
て
ど
ん

な
管
理
栄
養
士
と
働
き
た

い
か
」
と
問
わ
れ
た
石
井

支
部
長
は
「
治
療
に
お
い

て
食
事
・
栄
養
は
非
常
に

大
切
。
そ
こ
を
安
心
し
て

任
せ
ら
れ
る
管
理
栄
養
士

さ
ん
と
は
一
緒
に
仕
事
を

し
て
も
悩
ま
な
い
」
と
回

答
。
ま
た
「
管
理
栄
養
士

は
真
面
目
で
志
が
高
い
人

た
ち
で
あ
る
の
は
、
よ
く

知
っ
て
い
る
。
ハ
ー
ド
ル

は
高
い
か
も
し
れ
な
い

が
、
間
違
っ
て
い
た
ら
ダ

メ
と
い
う
わ
け
で
は
な
い

か
ら
、
ぜ
ひ
自
分
の
意
見

を
持
っ
て
医
師
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
っ
て

欲
し
い
。
知
識
や
情
報
を

自
分
の
な
か
に
落
と
し
込

代
表
理
事
と
支
部
長
に
よ
る
対
談
が
実
現

栄
養
経
営
士
へ
の
期
待
を
語
る

ん
で
、
自
分
の
言
葉
で
ア

ウ
ト
プ
ッ
ト
し
、
一
緒
に

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
し

て
い
け
ば
、
そ
の
な
か
で

良
い
も
の
が
生
ま
れ
て
く

る
と
思
う
」
と
管
理
栄
養

士
へ
の
期
待
を
語
り
、
対

談
を
終
え
た
。

さ
ま
ざ
ま
な「
力
」を
高
め

自
分
の
可
能
性
を
増
や
す

　

後
半
は
、
北
陸
支
部
理

事
で
あ
る
米
原
恭
子
氏

（
医
療
法
人
財
団
五
省
会

西
能
病
院
診
療
技
術
部
栄

養
科
）
が
「
『
元
気
』
を

届
け
る
プ
ロ
集
団
の
一
員

と
し
て
～
栄
養
部
門
の

今
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら

～
」
と
題
し
て
発
表
を

行
っ
た
。

　

「
『
元
気
』
を
届
け
る

プ
ロ
集
団
た
れ
」
と
い
う

言
葉
が
病
院
の
行
動
指
針

と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る

と
い
う
米
原
氏
は
、
自
院

で
の
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

手
法
や
管
理
栄
養
士
と
し

て
の
業
務
、
他
職
種
と
の

連
携
、
病
棟
配
置
に
向
け

た
取
り
組
み
等
を
紹
介
、

栄
養
科
の
問
題
点
と
今
後

に
向
け
た
予
定
に
つ
い
て

説
明
し
た
。
ま
た
、
栄
養

ケ
ア
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
活

動
や
法
人
で
進
め
て
い
る

運
動
器
の
未
来
を
考
え
る

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
等
、
多

彩
な
活
動
を
行
っ
て
い
る

こ
と
も
紹
介
し
た
。

　

米
原
氏
は
「
最
近
、

個
々
の
力
を
高
め
る
と
い

う
こ
と
を
よ
く
考
え
て
い

る
。
知
識
や
経
験
も
大
切

だ
が
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
力

や
想
像
力
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
力
な
ど
を
高

め
る
こ
と
も
選
択
肢
を
増

や
す
こ
と
に
つ
な
が
り
、

活
躍
の
場
や
収
益
を
増
や

す
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で

は
な
い
か
」
と
語
り
、
い

ろ
い
ろ
な
「
力
」
を
身
に

つ
け
る
重
要
性
を
説
き
、

発
表
を
締
め
く
く
っ
た
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
最
後
は

田
中
弘
美
副
支
部
長
（
北

陸
学
院
大
学
短
期
大
学
部

准
教
授
）
が
挨
拶
に
立
ち

「
北
陸
支
部
の
活
動
と
し

て
、
支
部
長
か
ら
医
師
目

線
で
の
助
言
を
も
ら
い
つ

つ
、
管
理
栄
養
士
の
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
を
目
指
し
た

い
」
と
話
し
、
設
立
記
念

セ
ミ
ナ
ー
は
終
了
し
た
。

　

今
後
北
陸
支
部
で
は
、

地
域
の
栄
養
経
営
士
・
管

理
栄
養
士
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
の
た
め
、
セ
ミ
ナ
ー
や

合
同
研
究
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
企
画
を
予
定
し
て
い

る
。
北
陸
地
域
の
栄
養
経

営
士
は
ぜ
ひ
企
画
に
参
加

し
、
自
身
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
は
も
ち
ろ
ん
、
地
域
の

栄
養
活
動
の
底
上
げ
に
も

尽
力
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

一人ひとり挨拶をする北陸支部理事（1名不在）

自院の活動紹介をする米原恭子理事

基調対談を行う石井要支部長（左）と宮澤靖代表理事
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栄養経営実践オンラインセミナー
病棟配置に向けた部門運営と教育体制構築のポイント

お申込みは▶
こちらから

今後、管理栄養士は病棟で専門性を
発揮し成果を出すことが求められ、
そのための部門づくりが必要になり
ます。今回は長崎リハビリテーション
病院でいち早く管理栄養士の病棟常
駐を実践してこられた西岡心大理事
を講師にお招きし、効果的な病棟配
置を実現させるための部門運営と教
育体制づくりのポイントを解説いた
だきます。

開催要項

プログラム

日　時：2023年10月19日（木）19：00～20：00（予定）
方　式：オンライン　※zoomにて開催
参加費：会員：2,000円／その他一般：3,000円 ※税込
主　催：一般社団法人日本栄養経営実践協会

講　師
西岡心大
一般社団法人是真会
長崎リハビリテーション病院
教育研修部副部長・栄養管理室 室長
日本栄養経営実践協会理事

▼病棟配置を可能にする病棟運営とは　▼教育体制の構築がカギ
▼給食部門の位置づけを考える　▼質疑応答

７
月
12
日（
水
）に
協
会
本
部
主
催
、真
壁
昇
理
事
が
講
師
を
務
め
る
セ
ミ
ナ
ー「
褥
瘡
管
理
で
目
指
す
！
管
理
栄

養
士
の
病
棟
常
駐
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。平
日
夜
の
開
催
で
し
た
が
60
名
を
超
え
る
申
し
込
み
が
あ
り
、褥
瘡
・ス

キ
ン-

テ
ア
に
対
す
る
栄
養
面
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
つ
い
て
、管
理
栄
養
士
の
関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

「
褥
瘡
管
理
で
目
指
す
！
　
管
理
栄
養
士
の
病
棟
常
駐
」　
　
　
　
　
　
　  

日
本
栄
養
経
営
実
践
協
会
主
催

１
つ
の
成
功
症
例
を
足
掛
か
り
に
し
て
病
棟
で

必
要
と
さ
れ
る
管
理
栄
養
士
に
な
ろ
う

　

セ
ミ
ナ
ー
の
冒
頭
、
褥

瘡
の
事
例
を
示
し
な
が
ら

真
壁
理
事
は
「
褥
瘡
で
注

目
し
て
欲
し
い
の
は
周
囲

の
発
赤
で
、
こ
の
炎
症
を

抑
え
な
い
と
い
く
ら
栄
養

を
入
れ
て
も
褥
瘡
は
治
癒

し
な
い
。
黒
色
壊
死
も
大

事
だ
が
、
発
赤
の
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
を
行
う
栄
養
管
理

が
重
要
に
な
る
」
と
褥
瘡

治
療
に
つ
い
て
の
基
本
的

な
考
え
方
を
示
し
ま
し

た
。
ま
た
、「
２
０
０
０
年

頃
ま
で
は
褥
瘡
は
『
終
末

期
に
で
き
る
死
の
サ
イ

ン
』
と
言
わ
れ
た
り
し
た

が
、
今
や
褥
瘡
は
治
る
も

の
。
い
か
に
予
防
し
早
く

治
す
か
と
い
う
時
代
に

な
っ
た
」
と
話
し
、
栄
養
ケ

ア
・
耐
圧
分
散
・
局
所
ケ
ア

が
褥
瘡
治
癒
の
三
本
柱

で
、
栄
養
状
態
が
よ
け
れ

ば
発
生
予
防
・
早
期
治
癒

が
可
能
だ
と
参
加
者
に
訴

え
ま
し
た
。

　

栄
養
管
理
の
目
標
に
つ

い
て
、
真
壁
理
事
は「
除
脂

肪
体
重
（
リ
ー
ン
ボ
デ
ィ

マ
ス
：lean body m

ass/
LBM

）
を
保
つ
、
ま
た
は
改

善
さ
せ
る
こ
と
」

だ
と
考
え
て
い
る

と
述
べ
、
除
脂
肪

体
重
が
10
％
低
下

時
に
は
、
創
傷
部

の
回
復
に
経
口
由

来
の
タ
ン
パ
ク
質

を
「
優
先
利
用
」
、

20
％
低
下
時
に
は

除
脂
肪
体
重
の
回

復
と
創
傷
治
癒
に

「
均
等
利
用
」
、
そ

れ
以
上
低
下
す
る
と
除
脂

肪
体
重
の
回
復
に
優
先
的

に
使
用
す
る
た
め
、
創
傷

は
悪
化
し
創
傷
治
癒
は
除

脂
肪
体
重
が
回
復
す
る
ま

で
遅
延
す
る
と
説
明
。

「
栄
養
管
理
を
し
て
い
て
、

急
激
に
良
く
な
っ
た
と
き

は
、
除
脂
肪
体
重
が
改
善

し
て
創
傷
の
回
復
に
向
か

う
こ
と
と
類
似
し
て
い

る
」と
指
摘
し
ま
し
た
。

　

次
に
２
０
２
２
年
に
発

表
さ
れ
た
褥
瘡
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
の
内
容
を
紹
介
し

つ
つ
経
腸
栄
養
の
重
要
性

と
絶
食
が
与
え
る
影
響
に

触
れ
、「
一
日
二
日
を
無
駄

に
し
て
は
い
け
な
い
。二
、

三
日
の
絶
食
で
も
影
響
は

大
き
く
、
と
く
に
後
半
で

話
す
ス
キ
ン-

テ
ア
に
と
っ

て
ダ
メ
ー
ジ
が
大
き
い
。

体
重
減
少
ま
で
起
き
な
く

て
も
、
皮
膚
状
態
が
悪
く

な
る
」
と
説
明
。
栄
養
不

足
の
状
態
を
で
き
る
だ
け

早
く
解
決
す
る
こ
と
が
重

要
で
「
明
日
に

は
食
べ
ら
れ

る
よ
う
に
な

る
だ
ろ
う
、
と

い
う
希
望
的

観
測
が
一
番
危

険
」
と
訴
え
ま

し
た
。

　

褥
瘡
の
予

防
・
治
癒
の
た

め
に
必
要
な

タ
ン
パ
ク
質

量
と
し
て
、
真

壁
理
事
は
「
タ

ン
パ
ク
質
は

常
に
合
成
と

分
解
を
く
り

日
和
見
絶
食
は
や
め
、で
き
る
限
り
絶
食

期
間
を
短
く
し
よ
う

ス
キ
ン-

テ
ア
の
予
防
・
改
善
に
は
肌
の
保

湿
に
加
え
十
分
な
栄
養
と
運
動
を
！

参加者の質問に答える真壁昇理事

タンパク質は3食平均的に摂取することが望ましい

　

セ
ミ
ナ
ー
後
半
で
は
ス

キ
ン
-テ
ア
に
つ
い
て
紹
介

し
「
介
護
の
現
場
で
は
、

高
齢
者
の
皮
膚
の
状
態
が

悪
い
た
め
に
介
助
の
際
に

つ
い
た
紫
斑
や
痛
み
で
、

虐
待
を
疑
わ
れ
る
こ
と
も

あ
る
」
と
実
際
に
紫
斑
に

な
っ
た
事
例
を
紹
介
し
、

皮
膚
の
健
康
を
保
つ
重
要

性
を
説
き
ま
し
た
。

　

ス
キ
ン
-テ
ア
の
予
防

と
し
て
、
病
室
で
は
よ
く

乾
燥
肌
を
防
ぐ
塗
り
薬
が

使
用
さ
れ
ま
す
が
、
ド
ラ

イ
ス
キ
ン
の
患
者
に
ガ
イ

ド
ラ
ン
に
沿
っ
た
食
事
を

出
す
こ
と
で
、
栄
養
面
か

ら
も
改
善
で
き
る
こ
と
を

紹
介
。
体
の
外
面
と
内
面

の
両
方
か
ら
の
ケ
ア
と
、

ま
た
適
度
に
体
を
動
か
す

こ
と
も
ド
ラ
イ
ス
キ
ン
に

は
効
果
的
で
あ
る
こ
と
を

説
明
し
ま
し
た
。

　

終
盤
に
、
こ
の
日
の
セ

ミ
ナ
ー
の
ま
と
め
を
画
像

返
し
て
お
り
、
血
管
内
に

タ
ン
パ
ク
質
が
あ
る
程
度

あ
る
こ
と
が
重
要
」
と
話

し
、
日
本
人
の
タ
ン
パ
ク

質
摂
取
量
は
朝
少
な
く
夜

多
く
な
り
が
ち
で
す
が
、一

定
量
を
キ
ー
プ
す
る
よ
う

な
食
事
に
す
る
こ
と
を
勧

め
ま
し
た
。
目
安
量
と
し

て
は1.0g/kg/

日
以
上
が

必
要
で
、
た
だ
し
書
き
と

し
て
、
タ
ン
パ
ク
質
を
増

や
す
と
影
響
が
出
る
疾

患
・
病
態
に
つ
い
て
は
別

途
考
慮
が
必
要
で
あ
る
と

説
明
し
ま
し
た
。

で
説
明
し
た
真
壁
理
事
は

「
成
功
例
が
１
症
例
で
も

あ
れ
ば
、
病
棟
常
駐
に
つ

な
が
る
の
で
は
な
い
か
。

た
だ
、
そ
の
た
め
に
は
難

し
い
症
例
で
は
な
く
、
き

ち
ん
と
結
果
が
出
せ
そ
う

な
も
の
か
ら
は
じ
め
た
方

が
い
い
。
１
例
目
は
充
分

に
吟
味
し
て
選
ん
で
欲
し

い
」
と
参
加
者
に
ア
ド
バ

イ
ス
を
送
り
、
最
後
に
質

疑
応
答
を
行
っ
て
セ
ミ

ナ
ー
を
終
了
し
ま
し
た
。

　

協
会
本
部
で
は
、
今
後

も
管
理
栄
養
士
の
病
棟
常

駐
に
向
け
、
理
事
の
先
生

方
を
講
師
に
迎
え
さ
ま
ざ

ま
な
セ
ミ
ナ
ー
を
企
画
し

て
い
ま
す
。
次
回
は
10
月

19
日
（
木
）
に
西
岡
心
大

理
事
を
講
師
に
迎
え
て
開

催
す
る
予
定
で
す
（
詳
細

は
下
段
の
告
知
参
照
）
。

乞
う
ご
期
待
＆
皆
さ
ま
ど

う
ぞ
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ

さ
い
！
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病院や介護施設において栄養部門は今どのような状況に置かれているのか、そして患者・利用者の治癒成
績向上と施設経営の両方に貢献していくためには管理栄養士は何を考えてどう動けば良いのか。「経営・マ
ネジメント」の視点からこれらを読み解き、これからの管理栄養士のあるべき姿である「栄養経営士」につ
いて理解していただくのが「基礎講習」です。所属や資格に関係なく、病院・施設での栄養管理についてご
興味のある方ならどなたでもご受講いただけます。奮ってご参加ください。
★会員は特別価格で受講できます。復習・再確認にぜひご活用ください！

2023年度「栄養経営士」資格認定基礎講習（会場／web）

病棟常駐に向け業務・人材の
マネジメント能力を身につけるのは今！

〈講義内容〉
0.「栄養経営士」に必要な能力について
1. なぜ、今栄養部門が重要になっているのか
2. 自分が勤める栄養部門の現状分析
3. 具体的な目標設定と達成に向けた実践的アプローチ
4. 部門の業務の質を高めるためのアウトカム指標とは
5. 「栄養経営士」に求められる教育と人事能力
6. 病態把握能力と臨床栄養教育

〈開催スケジュール〉
会場 日程 申込締切
東京 4月16日（日） 3月30日（木）
札幌 7月23日（日） 7月6日（木）
仙台 11月18日（土） 11月2日（木）

〈参加者のレポートより〉
「職場内で実践できるものがいくつもあると感じた。今後は他職種に栄養科を頼ってもらえるよ
う、病棟に行って行動していきたい」（病院勤務）
「給食管理方法を改革・改善した価値に、講義を聞いて改めて気づけた。今後は利用者様を
診て判断し介入できる、自立・自動の管理栄養士を目指したい」（高齢者施設勤務）
「業務に妥協せず、講義で習った変革のステップをもとに勇気を出して業務変革を実践してい
きたい」（有床診療所勤務）
「今回勉強したことを持ち帰り、問題の提起と解決に向けて栄養科全員で取り組みたい」（特
養勤務）

講師：宮澤 靖
一般社団法人日本栄養経営実践協会 代表理事
東京医科大学病院栄養管理科 科長

★基礎講習は勤務年数・資格に関係なく、どなたでも受講いただけます！
★全会場でweb受講を受け付けています

基礎講習のお申込み・
詳細はこちらから➡

〈お問い合わせ〉
一般社団法人日本栄養経営実践協会 事務局
TEL：03-3553-2903

時間：10時～17時（予定）　受講料：【一般】8,500円 【会員】3,850円

終了しました終了しました
終了しました 終了しました

■栄養経営士 オンラインサロン
◇開催日時：8月28日（月）　18:30～20:00
◇参加対象：栄養経営士・栄養経営サポーター
◇参 加 費：無料 
◇開催形式：オンライン配信（Zoom）
※お互いの顔を見ながら会話をするので、カメラ・
　マイク機能が使えるパソコン・タブレット等を
　ご用意ください。
※後日、アーカイブ配信もあります。
※個別の症例の相談にはお答えできません。

で実施する予定です。全国の栄養経営士や理事の
先生方と直接交流できる、会員ならではの貴重な
機会ですので、ぜひ奮ってご参加ください。

思う』と伝えていた。上司がグラついて困るのは部
下。トップに選任されたからには、自分の考えをス
タッフに話さないとダメ」と責任者の考えを部門内
で共有する重要性を説きました。また「次に任せる
人がいれば一緒に参加してもらい、自分が参加す
る姿を見せた」と話し、部下に仕事を委譲する際の
方法も伝えました。
　宮澤代表理事は「上司は細かいオペレーション
がわからないから説明させたのかもしれないが、
一緒に出なければダメ。権限移譲＝丸投げではな
い。結果責任を負うためには、上司も一緒にいない
と」と他の理事たちと同意見であることを伝えまし
た。また「そういう席に部署のトップがいかないと、
他部署から『ちょっとね』と思われても仕方ない」と
院内における部署の立ち位置としての問題点も指
摘しました。そして「キャリアが長いから上司になる
のではなく、能力があるから辞令をもらう、もらう
方はその覚悟を持つ。それが必要」と上に立つ者
の心構えについて語り、次回からは同席してもらえ
るように主任にお願いしてみて、と質問者に伝えま
した。
　部下や後輩へどのように権限移譲するかは難し
い問題だと思いますが、うまくいかなかった場合、
一番不利益を被るのは患者さんです。それだけは
どうか忘れないで欲しいと思います。
　「オンラインサロン」は今後も月に1回のペース

　本協会の栄養経営士・栄養経営サポーターのみ
が無料で参加できる「オンラインサロン」。第26回
は6月26日（月）18：30より行われました。協会から
は宮澤靖代表理事、真壁昇理事、山下茂子理事、田
中智美理事が出席し、参加者からの質問に対しみ
んなで意見を出し合いました。

　この日、４問目の質問として挙がったのは「部下
への仕事の委譲について」で、「上司が部下である
自分に新システムについて、医局会や師長会での
説明などを任せてくる。自分としては主任に担当し
て欲しいのだが…みなさんのところではどうです
か」というものでした。
　最初に回答した田中理事は「主任には何か考え
があるのかもしれないが…」と断りを入れつつ「現
場の業務権限はある程度部下に下ろしているが、
大きなプロジェクトで部署としての方向性を話す
必要がある場合は、自分が出て行って話す」と説
明。それは「栄養部としての仕事の責任は自分にあ
り、外部に向けて『部下に任せた仕事の責任は自分
が取る』というメッセージでもある」とし、責任者と
しての自身の考えを語りました。
　山下理事は「何かあったときに責任を取るのは
自分だから、医局会や管理会には栄養部門のトッ
プである自分が出ていた。ただし、会議の前に部下
には『こういう会議があって、こういう話をしようと

★新会員サービス「オンラインサロン」 大好評開催中！

権限移譲は丸投げではない、上司が出るべきタイミングを心得えよう

・病棟常駐について、平成6年度の診療報酬改定ではど
うなる？　備えておくべきことは？
・入院時食事療養費の値上げはある？
・部下の教育で悩んでます。自立自動できる管理栄養士
を育てるにはどうすればいい？
・部下への仕事の委譲、みんなはどうしてる？
・選択食を導入したいけど嚥下食の患者が多く難しくて
…どうやって導入してる？
・選択食でITを導入された施設の方、上にどうプレゼンし
た？
・宮澤先生の睡眠時間はどのくらい？

▼6月26日（月）の話題
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くわしくは 栄養経営士 検索

■試験日：毎日受験可能
■受験料：9,500円（消費税・システム利用料込み）
■実施方法：IBT（Internet-Based Testing）方式
　※インターネットを経由しスマートフォン、タブレット端末、パソコンを使用して受験
■受験エントリー期間：通年
■受験資格：管理栄養士（実務経験2年以上）かつ「栄養経営士」資格認定基礎講習修了者

「栄養経営士」
資格認定試験
「栄養経営士」資格認定基礎講習は
WEB・ＤＶＤによる受講も可能です！

DVD受講は3枚組、特典映像
「近森病院に学ぶ実践マネジ
メントのすべて」付き

2023年「栄養経営士」資格認定試験はIBT方式で開催中です！

栄養経営士が知っておきたい！栄養経営士が知っておきたい！

イベントイベント
情報掲示板情報掲示板

栄養経営士に求められるのは、さまざまな情報へのアンテナを張り、
自身の知識・スキルを常にアップデートしておくこと。そのための貴重
な機会である、全国で開催されるイベント情報を、支部の研究会を中
心に掲載します。
※新型コロナウイルス感染症対策で、イベントが中止になる場合があります。
　必ず最新情報を確認してください。

栄養管理と給食経営の実践と課題セミナー
スタッフの負担軽減を目指そう！ 効率厨房へ工夫の一手
完調品を使用した低価格で軽度者から重度者にも対応する食事シス
テムのノウハウと、おいしさ・品質の良さを公開。また人員不足、食材費
高騰、光熱費高騰に対応するために必要なマネジメントとは何かを解
説、本協会の宮澤靖代表理事が登壇します。

○日　程：2023年9月10日（日）13:00～16:00
○講　師：宮澤靖氏（東京医科大学病院 栄養管理科科長、日本栄

養経営実践協会 代表理事）ほか
○参加費：無料
○会　場：ホシザキ北九株式会社 本社ショールーム

（福岡市博多区博多駅南3-18-9）
※ライブ配信あり

○定　員：現地30名　※先着順
○主催・お問い合わせ：日本医療医療企画セミナー

事務局（担当：藤本）
TEL：03-3553-2885

WEBセミナー情報

◎開催方法
Zoom（ウェビナー）

◎対象
医療経営士、栄養経営士
医療機関経営者、事務部門責任者、
事務部門スタッフ、栄養部門スタッフ

◎受講料
医療経営士・介護福祉経営士・栄養経営士：2,000円

　　　　　　　　　一般：3,000円
◎定員
　100名　※先着順

主催：一般社団法人日本医療経営実践協会
協力：一般社団法人日本栄養経営実践協会

講　師2023年

8月25日（金）15：00～16：00

2024年度は医療・介護・福祉のトリプル改定となり、
地域包括ケアシステムの進展へ向け、これまで以上に医
療・介護の連携がポイントとなると予想されます。しかし、
そこには課題が多く、その課題解決には医療・介護福祉
に携わる経営士が重要な役割を担う必要があります。
　本セミナーではこれからの医療・介護連携のあり方に
ついて、亀梨和也主演で話題を呼んだWOWOWのドラ
マ「正体」で介護監修を務め、FMおだわらでラジオパー
ソナリティとしても活躍中の特別養護老人ホーム潤生園
施設長・井口健一郎氏に、介護事業者の立場から解説し
ていただきます。

なぜうまくいかないのか？スムーズな連携の秘訣を伝授！
介護事業者の視点から考察する”医療・介護連携”

2023年8月期限の会員の皆様へ　
【年度会費納入および資格更新のご案内】

本年8月に年度会費・会員資格の有効期限を迎える会員の皆さまに、

当協会より、年度会費納入および資格更新のご案内を郵送しておりま

す。振込期限は過ぎておりますが、事務局ではまだ手続きを受け付けて

おります。対象の方はご確認およびお手続きのほど、どうぞよろしくお願

い申し上げます。

○年度会費：有効期限が2022年8月20日～2023年8月19日の方

【個人正会員】10,000円　

【栄養経営サポーター】8,000円

○資格更新：会員資格が2020年8月20日～2023年8月19日の方

【個人正会員】15,000円（年度会費込み）

※申請書類・課題をご提出ください。

【栄養経営サポーター】13,000円（年度会費込み）

○お問い合わせ：一般社団法人日本栄養経営実践協会 事務局

TEL：03-3553-2903

協会事務局よ
り

医療経営士、介護福祉経営士、栄養経営士の三経営士が学び、

情報交換し、互いに切磋琢磨できる企画を今後も開催していきま

す。ぜひ奮ってご参加ください！

三経営士コラボ企画展開中！

井
い

口
ぐち

 健
け ん い ち ろ う

一 郎 氏

社会福祉法人小田原福祉会理事／
特別養護老人ホーム潤生園施設長
介護福祉経営士２級

〈お問い合わせ〉
株式会社日本医療企画
TEL: 03-3553-2863

▶︎お申込みは
　こちらから


